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廃棄物処理の流れと用語の意味（イメージ図） 

 

                                                 

            排出段階       組合搬入段階     組合排出段階     最終処分段階 

                                                    

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

小平・村山・大和衛生組合 

 

排
出
物
量 

行
政
回
収
（
処
理
）
量 

組
合
（
搬
入
）
処
理
量 

資源 

(３市で資源化) 

集団回収 

（市民団体等） 

可燃ごみ 

不燃ごみ 

粗大ごみ 

焼却残さ 

破砕不燃 

資源 

埋立 

エコセメント化 

破砕選別処理 

焼却処理 

紙・びん・缶など 資源化 

鉄
・ア
ル
ミ
な
ど 

エ
コ
セ
メ
ン
ト 

東京たま広域 
資源循環組合 

３市市民 



平成２９年２月１８日 

ごみ量予測 説明資料      地域連絡協議会 資料 

   2 / 4  
 

３市共同資源化事業の意義（イメージ図） 

目的：循環型社会の形成推進 

           現状の処理                     施設稼働後の処理 
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【ハード施策】 

① 資源物処理施設の整備 

② 不燃・粗大ごみ処理施設の整備 

【ソフト施策】 

① 発生排出抑制 

② 資源化基準の統一 
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排出物量及びそのごみ種別内訳の予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 排出物量の実績の把握（過去５年） 

 ① 行政回収量 

 ② 集団回収量 

 ③ 中間処理量 

 ④ 行政回収量中の資源量 

 ⑤ 最終処分量 

 ⑥ 行政処理量に占める廃棄物の種類別の割合 

２ 予測方法 

① 人口の予測（人）                      → 各市の人口推計      （Ｊ） 

② 一人１日当たり排出物量（原単位：○○ｇ／人・日）を予測  → 各市の予測値及び目標値  （Ｈ） 

③ 一人１日当たり組合処理量（原単位：○○ｇ／人・日）を予測 → 各市の予測値及び目標値  （Ｋ） 

④ 排出物量に占める集団回収量                → 平成２６年度の原単位で推移（Ｓ） 

 ⑤ 行政処理量に占める廃棄物の種類別割合の予測（補正：％）  → 小平市はごみ質分析から２市は実績から推計 

                                              （Ｗ） 

３ 排出物量（平成 35 年度）の推計 （Ｇ） 

 → Ｊ（人）×Ｈ（ｇ／人・日）×366 日 

 ＝     ８５，０４７ｔ／年 

４ 資源物の排出量（ｔ／年）の推計（Ｒ） 

→ Ｊ（人）×（Ｈ－Ｋ）（ｇ／人・日）×366 日 

 ＝     ２１，２７６ｔ／年 

５ 資源物の種類別排出量（ｔ／日）の推計（ＲＸ） 

→ ＲＸ×（ＷＸ÷資源物Ｗの合計） 

容リプラ（ＲＹ）  ＝３，７９４ｔ／年 

ペットボトル（ＲＰ）＝１，００５ｔ／年 
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資源物処理施設の規模の算定 
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１ 前提 ① 設備は、原則として１日当たり５時間運転とする。 

② 稼働日は、土日、年末年始及び定期修繕期間は休止することとして算定する。（稼働日：Ａ日） 

③ 資源搬入量は、月により変動がある。（計画月変動係数：Ｂ） 

④ 処理量は、排出物量及びそのごみ種別内訳の予測による。（計画処理量：Ｃｔ／年） 

⑤ 施設規模の算定は、しゅん工から７年間で処理量が最大となる年度（平成３５年度）に基づく。 

Ｃ 計画処理量（ｔ／年） 

品 目 計画処理量 

容リプラ（ＣＹ） ３，７９４ 

ペットボトル（ＣＰ） １，００５ 

 

Ｂ 計画月変動係数 

品 目 計画月変動係数 

容リプラ（ＢＹ） １．１２ 

ペットボトル（ＢＰ） １．４８ 

 

Ａ 稼働日 

年間日数 ３６５日 

定休日  １１５日 

 

土日 ５２週×２日 １０４日 

年末年始  ６日 

定期修繕  ５日 

稼働日 ３６５－１１５ ２５０日 

 

２ 施設規模（能力） 

① 容リプラ施設規模  ＝ＢＹ×ＣＹ／Ａ ≒ １６．９   → １７ｔ／日（５時間） 

② ペットボトル施設規模＝ＢＰ×ＣＰ／Ａ ≒  ５．９   →  ６ｔ／日（５時間） 


